
秋田県

平成28年3月９日

全史料協全国大会展示会場・出羽一国御絵図複製を見る観覧者

第31号



　
「
秋
田
藩
家
蔵
文
書
目
録
」
に
続
き
、

史
料
の
デ
ジ
タ
ル
画
像
も
提
供
し
ま
す
。

　
原
本
は
冊
子
で
す
の
で
、
一
枚
の
文
書

が
表
と
裏
に
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
ち
ら

は
当
館
写
真
帳
で
提
供
し
て
い
る
も
の
と

同
じ
、
つ
ま
り
冊
を
ば
ら
し
て
撮
影
し
て

お
り
ま
す
の
で
、
一
枚
の
文
書
を
一
枚
で

見
る
こ
と
が
で
き
、
冊
子
で
は
見
え
な
い

情
報
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
な
お
画
像
は
、
冊
単
位
で
提
供
し
て
い

ま
す
。
し
た
が
っ
て
「
佐
竹
義
宣
書
状
」

の
よ
う
な
史
料
名
、
「
佐
竹
義
宣
」
の
よ

う
な
キ
ー
ワ
ー
ド
で
検
索
し
て
も
、
お
探

し
の
画
像
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
せ
ん
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。
各
冊
収
録
史
料
は
、

「
秋
田
藩
家
蔵
文
書
目
録
」
で
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

　
い
わ
ゆ
る
樋
口
本
と
よ
ば
れ
る
も
の
で

す
。
現
在
当
館
で
は
写
真
帳
で
提
供
し
て

い
る
も
の
を
デ
ジ
タ
ル
化
し
ま
し
た
。
秋

田
藩
主
の
末
裔
佐
竹
侯
爵
家
に
仕
え
て
い

た
樋
口
九
三
氏
が
、
佐
竹
家
や
秋
田
県
庁

等
で
調
査
し
た
史
料
を
解
読
・
分
類
し
た

も
の
で
、
②
や
御
文
書
が
多
く
を
占
め
ま

す
。

　
今
後
も
所
蔵
史
料
の
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ

化
を
進
め
、
随
時
ア
ッ
プ
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

①
出
羽
一
国
御
絵
図

　（
正
保
出
羽
国
絵
図
控
）
詳
細
画
像

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

※
六
〇
分
割
版

②
秋
田
藩
家
蔵
文
書
（
モ
ノ
ク
ロ
画
像
）

　
当
館
の
デ
ジ

タ
ル
ア
ー
カ
イ

ブ
で
従
来
か
ら

提
供
し
て
い
る

画
像
は
、
デ
ー

タ
を
合
成
し
て

一
枚
に
し
た
も

の
で
す
。
全
体

を
表
示
し
て
見

た
い
地
域
を
決

め
、
次
第
に
拡

大
す
る
と
、
詳

細
な
画
像
を
見

る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
し
か
し
上
の
写
真
は
最
大
（
二
〇

〇
％
）
ま
で
拡
大
し
た
も
の
で
す
が
、
そ

れ
で
も
村
の
名
や
高
が
見
づ
ら
い
と
い
う

問
題
が
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
の
問
題
を
解
消
す
る
た
め
、
原
寸
大

複
製
の
作
成
に
際
し
て
印
刷
用
に
使
用
し

た
無
圧
縮
Ｔ
Ｉ
Ｆ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
を
そ
の
ま

ま
Ｊ
Ｐ
Ｅ
Ｇ
フ
ァ
イ
ル
に
変
換
し
、
デ
ジ

タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
に
追
加
す
る
こ
と
に
し

ま
し
た
。
原
寸
大
複
製
と
同
様
に
、
六
〇

枚
に
分
割
し
て
い
ま
す
。
下
の
写
真
は
同

じ
部
分
で
す
が
、
こ
の
サ
イ
ズ
で
拡
大
率

は
七
五
％
で
あ
り
、
さ
ら
に
拡
大
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
そ
し
て
上
の
画
像
と
比

較
し
ま
す
と
明
ら
か
な
よ
う
に
、
高
精
細

な
画
像
を
ご
覧
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　
昭
和
二
十
年
代
、
秋
田
市
在
住
の
個
人

が
市
内
の
古
書
肆
か
ら
購
入
。

　
「
東
山
文
庫
」
の
印
が
あ
り
、
当
館
東

山
文
庫
旧
蔵
者
東
山
太
三
郎
氏
収
集
史
料

で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
そ
こ
で
右

の
よ
う
に
命
名
し
ま
し
た
。
東
山
氏
収
集

史
料
、
す
な
わ
ち
東
山
文
庫
は
「
公
文
書

館
だ
よ
り
」
一
二
号
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

東
山
家
か
ら
流
出
し
た
時
期
は
、
不
明
で

す
。
「
後
水
尾
帝
御
集
」・「
昔
物
語
」・

「
古
刀
鍛
冶
銘
尽
」・「
東
照
公
逸
話
」
の

四
冊
。

　
東
京
都
柴
辻
俊
六
氏
寄
贈
。

　
富
永
家
は
、
佐
竹
家
中
角
館
組
下
給
人

で
す
。
組
下
支
配
は
、
佐
竹
北
家
で
す
。

七
点
中
六
点
が
「
糸
井
」
家
の
文
書
で
す
。

文
書
を
お
さ
め
て
い
る
状
箱
に
も
「
角
館

藩
糸
井
家
文
書
」
と
記
さ
れ
て
い
ま
す

（
角
館
藩
は
実
在
し
ま
せ
ん
が
）
。
し
か

し
、
文
政
十
年
（
一
八
二
七
）
、「
糸
井
」

か
ら
「
富
永
」
に
改
め
た
家
の
伝
来
文
書

で
す
。
秋
田
藩
文
書
所
に
提
出
し
た
系
図

の
控
や
知
行
地
関
係
の
文
書
等
で
す
。

　
貴
重
な
史
料
を
ご
寄
贈
い
た
だ
き
、
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

東
山
文
庫
拾
遺

富
永
家
文
書

③
樋
口
九
三
氏
編
秋
田
藩
家
蔵
文
書

　
　
　
　
　
　
　
　（
モ
ノ
ク
ロ
画
像
）

上：従来のデジタルアーカイブでの画像データ
下：追加した六〇分割版の画像データ

デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
に

　
　
　
　
　
新
た
な
画
像
が
登
場
！

平
成
二
十
七
年
度 

寄
贈
史
料
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前
期

　八
月
二
十
九
日
〜
九
月
二
十
三
日

後
期

　十
月
三
十
一
日
〜
十
一
月
三
十
日

　
今
年
度
の
企
画
展
は
「
藩
政
期
の
秋

田
」
と
題
し
、
佐
竹
氏
の
秋
田
入
部
か
ら

享
保
期
に
か
け
て
の
史
料
を
四
つ
の
テ
ー

マ
ご
と
に
分
け
て
紹
介
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
大
き
な
特
徴
は
、「
久
保
田
城

御
城
下
絵
図
」
な
ど
、
大
型
絵
図
の
原
本

を
展
示
し
た
こ
と
で
す
。
こ
れ
ま
で
の
企

画
展
で
は
史
料
保
存
の
観
点
か
ら
、
大
型

絵
図
は
複
製
や
パ
ネ
ル
で
の
展
示
を
行
っ

て
き
ま
し
た
。
で
す
が
、
実
際
の
史
料
が

持
つ
雰
囲
気
を
で
き
る
だ
け
味
わ
っ
て
い

た
だ
き
た
い
と
考
え
、
前
後
期
合
わ
せ
て

八
点
の
絵
図
を
原
本
で
展
示
し
ま
し
た
。

　
実
際
に
原
本
を
展
示
し
よ
う
と
す
る
と
、

様
々
な
問
題
が
あ
り
ま
し
た
。
軸
装
さ
れ

て
い
な
い
絵
図
で
大
き
さ
が
展
示
用
の
ガ

ラ
ス
パ
ネ
ル
に
収
ま
ら
な
い
も
の
、
軸
装

さ
れ
て
い
て
も
表
装
の
劣
化
が
進
み
、
壁

面
に
掛
け
ら
れ
な
い
も
の
な
ど
は
、
や
む

を
得
ず
複
製
展
示
に
切
り
替
え
ま
し
た
。

ま
た
何
点
か
は
絵
図
本
体
に
比
べ
て
表
装

部
分
の
面
積
が
広
く
、
予
想
以
上
の
大
き

さ
に
展
示
作
業
が
難
航
し
た
も
の
も
あ
り

ま
し
た
。

　
展
示
し
た
絵
図
は
時
代
ご
と
の
久
保
田

城
下
を
描
い
た
も
の
が
中
心
で
、「
外
町

間
数
屋
敷
絵
図
」（
寛
文
三
年
）
な
ど
は

現
在
の
秋
田
市
大
町
付
近
と
比
べ
な
が
ら

見
る
方
が
多
く
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

他
に
「
秋
田
領
給
人
町
絵
図
」（
享
保
十

三
年
）
か
ら
前
期
は
大
館
・
刈
和
野
、
後

期
は
横
手
・
桧
山
の
町
絵
図
を
展
示
し
ま

し
た
。「
横
手
絵
図
」
は
特
に
大
型
で
、

下
端
の
部
分
ま
で
広
げ
ら
れ
な
か
っ
た
の

で
す
が
、
そ
の
分
、
屋
敷
割
の
文
字
な
ど

も
は
っ
き
り
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
展
示
期
間
を
通
し
て
家
族
連
れ
な
ど
、

複
数
で
訪
れ
る
方
々
が
目
立
ち
ま
し
た
。

壁
面
に
大
型
絵
図
を
シ
ン
プ
ル
に
展
示
し

た
こ
と
で
、
親
し
み
や
す
か
っ
た
の
で
は

な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。
公
文
書
館
に
馴

染
み
の
な
い
方
に
も
、
様
々
な
史
料
を
見

て
い
た
だ
く
い
い
機
会
に
な
っ
た
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
な
お
、「
藩
政
期
の
秋
田
」
の
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
は
閲
覧
室
に
設
置
し
て
お
り
ま
す
。

史
料
と
し
て
も
ご
活
用
い
た
だ
け
る
よ
う
、

町
絵
図
な
ど
の
拡
大
版
を
掲
載
し
て
お
り

ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
第
二
巻
は
、元
禄
十
四
年
（
一
七
〇
一
）

十
月
か
ら
同
十
六
年
（
一
七
〇
三
）
二
月

ま
で
を
収
録
し
て
い
ま
す
。
元
禄
十
四
年

（
一
七
〇
一
）
十
月
六
日
、
記
主
岡
本
元

朝
は
秋
田
藩
家
老
に
任
じ
ら
れ
、
没
す
る

ま
で
そ
の
地
位
に
あ
り
ま
し
た
。
第
二
巻

は
、
秋
田
藩
家
老
時
代
パ
ー
ト
Ⅰ
と
い
え

ま
す
。

　
元
朝
は
藩
を
総
括
す
る
家
老
に
就
任
し

ま
し
た
の
で
、
相
手
番
及
び
修
史
事
業
の

責
任
者
だ
っ
た
第
一
巻
と
は
異
な
る
記
載

が
多
く
み
ら
れ
ま
す
。
そ
の
詳
細
は
、
実

際
に
手
に
と
っ
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
岡
本
元
朝
日
記
第
二
巻
は
、
第
一
巻
同

様
に
消
費
税
抜
き
四
千
円
で
頒
布
し
て
お

り
ま
す
。
ご
購
入
希
望
の
方
は
、
左
記
ま

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
こ
の
他
に
、

当
館
が
編
集
し
た
宇
都
宮
孟
綱
日
記
第
二

〜
八
巻
（
各
冊
消
費
税
抜
き
五
千
円
）、

絵
図
図
録
（
消
費
税
抜
き
二
千
円
）
も
取

り
扱
っ
て
お
り
ま
す
。
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「
藩
政
期
の
秋
田
」

平
成
二
十
七
年
度
企
画
展
報
告

〒
〇
一
一
ー
〇
九
〇
一

秋
田
市
寺
内
字
三
千
刈
一
一
〇
ー
一

秋
田
活
版
印
刷
株
式
会
社

電
話 

〇
一
八（
八
八
八
）三
五
〇
〇

「
岡
本
元
朝
日
記
」

　
　
　
　
　
　
　第
二
巻

刊
行
物
紹
介



　

　今
年
度
の
公
文
書
館
講
座
は
、
「
古
文

書
解
読
講
座
」と「
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
講
座
」

の
二
本
立
て
で
開
催
し
ま
し
た
。

　「
古
文
書
解
読
講
座
」
は
、
当
館
所
蔵

の
古
文
書
の
解
読
を
通
し
て
、
歴
史
に
触

れ
る
講
座
で
す
。

　本
年
度
は
一
回
一
回
を
独
立
し
た
講
座

と
し
て
開
催
し
、
興
味
の
あ
る
回
に
、
一

回
ご
と
に
参
加
し
て
い
た
だ
く
こ
と
と
し

ま
し
た
。

　第
一
回
は
、
は
じ
め
て
古
文
書
に
ふ
れ

る
方
を
対
象
と
し
ま
し
た
が
、
第
二
回
以

降
は
、
当
館
所
蔵
史
料
を
読
み
進
め
て
い

く
形
で
実
施
し
ま
し
た
。
難
し
さ
を
感
じ

ら
れ
た
回
も
あ
っ
た
よ
う
で
す
が
、
途
中

で
笑
い
が
出
る
回
も
あ
り
、
興
味
に
応
じ

て
受
講
し
て
い
た
だ
け
た
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。

　「ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
講
座
」
は
、
秋
田
県

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
主
管
の
秋
田
ス
マ
ー

ト
カ
レ
ッ
ジ
連
携
講
座
と
し
て
、
生
涯
学

習
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
、
公
文
書
館
の
活

動
や
歴
史
資
料
の
保
存
活
動
に
つ
い
て
の

理
解
を
深
め
る
講
座
で
す
。

　一
回
目
は
、
当
館
所
蔵
資
料
か
ら
、
明

治
二
十
二
年
に
創
業
し
た
、
後
に
秋
田
市

電
と
な
る
秋
田
馬
車
鉄
道
会
社
と
、
大
館

で
も
大
正
時
代
に
計
画
さ
れ
て
い
た
幻
の

鉄
道
馬
車
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
し
た
。
二

回
目
は
、
企
画
展
「
藩
政
期
の
秋
田
」
開

催
を
前
に
、
そ
の
み
ど
こ
ろ
を
紹
介
し
ま

し
た
。
ど
ち
ら
の
回
も
、
史
料
を
残
し
て

い
く
こ
と
の
意
義
を
、
少
し
で
も
感
じ
て

い
た
だ
け
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。　参

加
者
は
、
古
文
書
解
読
講
座
が
延
べ

二
六
七
名
、
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
講
座
が
延
べ

七
九
名
で
し
た
。
い
ず
れ
の
講
座
も
定
員

を
上
回
る
お
申
し
込
み
を
い
た
だ
き
、
心

苦
し
く
も
お
断
り
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た

状
況
が
あ
り
ま
し
た
。
今
後
の
実
施
に
あ

た
っ
て
は
、
受
付
方
法
に
つ
い
て
も
検
討

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　多
く
の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

アーカイブズ講座（生涯学習センターと共催）

古文書解読講座

実施日 テ　　ー　　マ

実施日

第１回

第２回

第３回

第４回

第５回

第６回

第７回

第８回

７／　３（金）

７／ 　3（金）

７／10（金）

７／10（金）

７／17（金）

７／17（金）

７／24（金）

７／24（金）

はじめての古文書

初期学館運営の記録

郷土資料を読む

伊勢御代参道の記

中世公家文書を読む

学館祭酒の日記を読む

中世武家文書を読む

狩野良知の対外政策論を読む

第１回

第２回

７／31（金）

8／28（金）

秋田を走った鉄道馬車

企画展「藩政期の秋田」をみる

テ　　ー　　マ
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公
文
書
の
引
渡
し・

　
　
　公
開
状
況

引渡し・保存状況

保存率保存件数引渡件数

６５４件
（1,085冊）

４，３６１件
（6,896冊）

理
由

内

　
　訳

平成27年新規公開状況

※１ 非公開とすべき年数が満了した時に公開となる
※２ 情報公開条例による公開請求対象となる

公 開 と 決 定

非 公 開 と 決 定

作 成 原 課 で 現 在 も
利用している （※２） 　

非 公 開 情 報 が 多 数
含まれている （※１ ※２）

新規公開の候補とした公文書 1,851件

1,103件

748件

535件

213件

15.0％

６０件
（65冊）

６６件
（97冊） 90.9％

知 事 部 局
（平成２６年度分）

各 行 政 委 員 会
（平成２５年度分）

　県
の
各
課
所
で
作
成
さ
れ
県
庁
舎
地
下

書
庫
な
ど
で
保
存
さ
れ
て
い
る
公
文
書

は
、
保
存
期
間
経
過
後
に
当
館
へ
毎
年
引

き
渡
さ
れ
ま
す
。
前
年
度
知
事
部
局
か
ら

引
渡
し
を
受
け
た
件
数
は
約
四
、
四
〇
〇

件
（
約
六
、
九
〇
〇
冊
）
で
す
。
こ
れ
ら

は
、
毎
年
当
館
の
基
準
に
よ
り
評
価
・
選

別
を
行
い
、
後
世
に
継
承
す
べ
き
県
政
資

料
と
し
て
利
用
者
へ
の
公
開
等
に
備
え
、

当
館
の
書
庫
に
保
存
し
ま
す
。

　一
方
、
当
館
に
現
在
保
存
さ
れ
て
い
る

公
文
書
の
う
ち
作
成
後
三
十
年
経
過
し
た

も
の
に
つ
い
て
は
、
毎
年
利
用
者
へ
の
公

開
に
向
け
て
個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
侵

害
す
る
情
報
が
あ
る
か
ど
う
か
を
主
眼
に

点
検
し
、
作
成
原
課
所
と
の
協
議
を
経

て
、
目
録
作
成
・
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
登
録
な

ど
公
開
に
向
け
た
作
業
を
行
っ
て
い
ま

す
。　平

成
二
十
七
年
度
に
新
た
に
公
開
対
象

と
し
た
公
文
書
の
内
訳
は
下
表
の
と
お
り

で
、
合
計
一
、
一
〇
三
件
で
す
。
ど
な
た

で
も
カ
ウ
ン
タ
ー
へ
閲
覧
請
求
の
上
、
原

本
を
（
非
公
開
情
報
は
被
覆
の
上
）
ご
覧

に
な
れ
ま
す
の
で
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

　今
年
度
も
八
月
二
十
九
日
（
土
）
と
十

一
月
一
日
（
日
）
に
、
当
館
三
階
多
目
的

ホ
ー
ル
に
て
、
県
政
映
画
上
映
会
を
開
催

し
ま
し
た
。
過
去
六
年
は
昭
和
三
十
年
代

の
映
像
を
主
に
上
映
し
て
き
ま
し
た
が
、

今
年
度
は
四
十
年
代
の
映
像
に
ス
ポ
ッ
ト

を
当
て
、
副
題
も
「
秋
田
昭
和
の
時
代

映
像
ア
ー
カ
イ
ブ
」
と
し
ま
し
た
。

　八
月
の
上
映
会
で
は
、
「
県
の
記
念

日
」
制
定
五
〇
周
年
に
ち
な
み
、
制
定
年

の
昭
和
四
十
年
頃
の
ニ
ュ
ー
ス
を
中
心
に

上
映
し
ま
し
た
。
県
の
記
念
日
と
同
じ
く
、

第
三
日
曜
日
を
「
家
庭
の
日
」
に
定
め
た

の
も
五
十
年
前
。
当
時
を
生
き
た
方
々
に

と
っ
て
も
「
全
国
に
先
駆
け
て
秋
田
県
が

家
庭
の
日
を
設
定
し
た
の
は
知
ら
な
か
っ

た
」
（
五
十
代
、
男
性
）
と
新
た
な
発
見

が
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

　十
一
月
の
上
映
会
で
は
、
昭
和
四
十
四

年
に
明
治
一
〇
〇
年
記
念
事
業
・
八
郎
潟

干
拓
記
念
と
し
て
開
催
さ
れ
た
「
秋
田

博
」
（
秋
田
農
業
大
博
覧
会
）
を
上
映
し

ま
し
た
。
秋
田
博
は
、
秋
田
市
の
臨
海
工

業
用
地
を
主
会
場
、
干
拓
事
業
で
誕
生
し

た
大
潟
村
を
八
郎
潟
会
場
に
、
五
十
五
日

間
で
一
〇
〇
万
人
の
観
覧
客
を
動
員
し
た

当
時
の
一
大
祭
典
で
し
た
。
来
場
者
か
ら

は
「
秋
田
の
時
代
の
変
化
と
高
度
成
長
時

代
を
感
じ
ま
し
た
。
今
後
も
秋
田
が
成
長

し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
」
（
六
十
代
、

男
性
）
と
の
感
想

を
い
た
だ
き
ま
し

た
。　平

成
二
十
八
年

度
も
二
回
の
上
映

会
を
開
催
し
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
来

場
く
だ
さ
い
。

平成27年度 第１回上映会ポスター
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全
国
歴
史
資
料
保
存
利
用
機
関
連
絡
協

議
会
（
全
史
料
協
）
の
全
国
大
会
が
、
秋

田
県
、
大
仙
市
な
ど
と
の
共
催
で
、
平
成

二
十
七
年
十
一
月
十
二
日
と
十
三
日
の
二

日
間
に
わ
た
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
全
史
料
協
は
、
全
国
の
公
文
書
館
、
文

書
館
、
図
書
館
、
歴
史
資
料
館
、
自
治
体

史
編
さ
ん
室
、
お
よ
び
大
学
史
料
室
、
そ

し
て
こ
れ
ら
の
機
関
の
仕
事
に
関
わ
る

方
々
が
連
携
し
て
、
記
録
史
料
の
保
存
利

用
活
動
の
振
興
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
る
団
体
で
す
。

　
会
場
と
な
っ
た
大
仙
市
は
、
平
成
二
十

八
年
度
の
公
文
書
館
開
設
を
目
指
し
て
お

り
、
実
現
す
れ
ば
東
北
の
市
町
村
レ
ベ
ル

で
は
初
め
て
と
な
り
ま
す
。
そ
の
設
置
事

業
の
普
及
・
広
報
の
一
環
と
し
て
、
今
回

の
全
国
大
会
を
誘
致
し
た
も
の
で
す
。
全

史
料
協
の
全
国
大
会
が
公
文
書
館
未
設
置

の
自
治
体
で
開
催
さ
れ
る
の
は
、
四
十
一

回
目
に
し
て
初
め
て
の
こ
と
で
し
た
。

　
全
史
料
協
で
も
、
大
仙
市
の
意
欲
を
受

け
て
、
大
会
テ
ー
マ
を
「
新
た
な
史
料
保

存
・
利
用
の
充
実
を
目
指
し
て
」
と
定
め
、

自
治
体
の
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
の
充
実
を
趣
旨

と
す
る
大
会
を
目
指
し
ま
し
た
。
自
治
体
、

特
に
市
町
村
で
の
公
文
書
館
の
設
置
、
も

し
く
は
公
文
書
館
的
機
能
を
備
え
ら
れ
る

か
、
と
い
う
こ
と
を
念
頭
に
置
き
、
そ
の

た
め
の
考
え
方
や
取
り
組
み
の
参
考
と
な

る
研
究
テ
ー
マ
を
選
ん
だ
と
い
う
こ
と
で

す
。

　
初
日
の
午
前
に
は
、
視
察
研
修
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
参
加
者
は
、
明
治
十
六
年
か

ら
現
在
に
至
る
ま
で
の
旧
大
曲
市
及
び
大

仙
市
の
永
年
文
書
が
保
管
さ
れ
て
い
る
中

仙
支
所
や
、
池
田
家
文
書
や
そ
の
他
の
地

域
資
料
が
保
管
さ
れ
て
い
る
浜
蔵
の
保
管

状
況
を
見
学
し
ま
し
た
。

　
二
日
間
に
渡
っ
た
分
科
会
・
研
修
会
で

は
、
「
公
文
書
管
理
法
の
下
で
の
国
の
取

組
等
に
つ
い
て
（
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
入

門
）
」
、
「
博
物
館
の
な
い
自
治
体
の
歴

史
資
料
保
全
活
動
（
宮
城
県
白
石
市
の
事

例
）
」
、
「
市
民
の
た
め
の
公
文
書
等
管

理
と
す
る
た
め
に
」
、
「
利
用
者
の
視
点

に
立
っ
た
公
文
書
館
」
、
「
学
校
ア
ー
カ

イ
ブ
ズ
と
地
域
の
組
織
・
団
体
ア
ー
カ
イ

ブ
ズ
の
保
存
の
た
め
に
（
調
査
・
研
究
委

員
会
報
告
）
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
大
会
二
日
目
に
は
、
全
体
テ
ー
マ
研
究

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
始
め
に
基
礎
的
自

治
体
と
し
て
公
文
書
館
や
公
文
書
館
機
能

を
設
け
、
地
域
資
料
の
保
存
・
活
用
に
取

り
組
ん
だ
先
行
事
例
が
三
市
町
か
ら
報
告

さ
れ
ま
し
た
。

　
地
元
大
仙
市
か
ら
は
、
公
文
書
・
地
域

資
料
の
保
存
・
利
用
と
ア
ー
カ
イ
ブ
構
想

に
つ
い
て
、
現
在
の
よ
う
な
積
極
的
な
取

第
四
十
一
回
全
国
歴
史
資
料
保
存
利
用
機
関
連
絡
協
議
会

全
国﹇
秋
田
﹈大
会  

大
仙
市
に
て
開
催
さ
れ
る
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り
組
み
に
至
っ
た
経
緯
、
保
存
と
利
活
用

の
現
状
と
苦
労
、
何
度
も
頓
挫
し
か
け
な

が
ら
来
年
度
の
開
設
予
定
に
ま
で
こ
ぎ
着

け
た
公
文
書
館
の
設
置
、
そ
の
意
義
な
ど

が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　常
陸
大
宮
市
か
ら
は
、
小
学
校
の
廃
校

舎
を
利
用
し
た
文
書
館
の
設
置
経
緯
と
実

際
に
運
営
を
開
始
し
て
か
ら
の
現
状
と
課

題
に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
、
「
内
外
か
ら

問
い
合
わ
せ
が
多
数
寄
せ
ら
れ
た
。
ど
ん

な
施
設
か
見
よ
う
と
立
ち
寄
る
人
も
多
い
。

市
立
公
文
書
館
設
置
の
イ
ン
パ
ク
ト
を
感

じ
た
」
と
感
想
を
語
っ
て
い
ま
し
た
。

　群
馬
県
中
之
条
町
か
ら
は
、
博
物
館
に

公
文
書
館
機
能
を
付
与
し
た
中
之
条
町
歴

史
と
民
俗
の
博
物
館
「
ミ
ュ
ゼ
」
の
概
要

と
そ
れ
に
伴
う
公
文
書
管
理
事
務
の
取
組
、

歴
史
公
文
書
の
選
別
収
集
と
保
存
・
公
開

に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　こ
れ
ら
の
報
告
の
後
、
司
会
・
報
告
者

に
フ
ロ
ア
を
交
え
て
全
体
討
論
が
行
わ
れ
、

「
自
治
体
で
の
公
文
書
館
の
成
功
は
職
員

へ
の
啓
発
に
か
か
っ
て
い
る
」
「
レ
フ
ァ

レ
ン
ス
に
つ
い
て
は
対
応
で
き
な
い
こ
と

が
多
く
悩
ん
で
い
る
」
「
レ
フ
ァ
レ
ン
ス

に
は
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
や
教
育
と

の
連
携
が
解
決
策
の
一
助
に
な
る
の
で
は

な
い
か
」
と
い
っ
た
意
見
交
換
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
最
後
に
司
会
が
「
地
域
で
の

縦
・
横
の
連
携
が
様
々
な
形
で
融
合
し
、

新
し
い
館
を
生
み
出
す
力
に
な
っ
て
い
く

の
で
は
な
い
か
。
大
会
テ
ー
マ
の
と
お
り
、

全
史
料
協
の
場
が
大
仙
市
の
大
応
援
団
で

あ
る
と
共
に
全
国
の
自
治
体
の
取
り
組
み

の
応
援
団
で
あ
っ
て
欲
し
い
」
と
ま
と
め

ま
し
た
。

　大
会
中
に
行
わ
れ
た
機
関
会
員
展
示
・

ポ
ス
タ
ー
展
示
・
協
賛
企
業
展
示
に
は
、

十
二
機
関
四
社
が
参
加
し
、
当
館
か
ら
も

出
羽
一
国
御
絵
図
複
製
が
出
展
さ
れ
、
多

く
の
観
覧
者
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　今
大
会
に
は
、
全
国
か
ら
二
〇
〇
人
近

い
会
員
が
参
加
し
ま
し
た
。
「
大
仙
市
と

秋
田
県
の
も
て
な
し
が
良
か
っ
た
」
と
大

変
好
評
の
う
ち
に
大
会
を
終
え
ま
し
た
。

　全
国
大
会
初
日
の
十
一
月
十
二
日
、
初

代
の
公
文
書
管
理
担
当
大
臣
を
勤
め
た
上

川
陽
子
前
法
相
・
衆
議
院
議
員
の
記
念
講

演
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
上
川
議
員
は
、

公
文
書
管
理
法
の
制
定
に
尽
力
さ
れ
た
ほ

か
、
現
在
も
「
世
界
に
誇
る
国
民
本
位
の

新
た
な
国
立
公
文
書
館
の
建
設
を
実
現
す

る
議
員
連
盟
」
の
幹
事
長
と
し
て
公
文
書

館
・
公
文
書
管
理
の
分
野
に
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
お
ら
れ
ま
す
。

　演
題
は
、
「
公
文
書
管
理
、
そ
し
て
公

文
書
館
へ
の
思
い
と
期
待
」
。

　上
川
議
員
は
、
「
公
文
書
館
は
、
そ
の

必
要
性
を
一
般
に
理
解
し
て
も
ら
う
の
が

難
し
い
施
設
だ
が
、
設
置
は
未
来
へ
の
意

味
の
あ
る
投
資
で
あ
る
。
公
文
書
館
を
開

設
し
て
良
か
っ
た
と
言
わ
れ
る
日
が
必
ず

来
る
。
自
信
、
誇
り
を
持
っ
て
事
業
を
進

め
て
も
ら
い
た
い
」
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　こ
の
ほ
か
、
公
文
書
管
理
法
制
定
に
関

わ
る
舞
台
裏
な
ど
を
話
さ
れ
、
一
般
市
民

を
含
め
た
約
五
〇
〇
人
の
観
衆
は
熱
心
に

聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。
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　十
月
二
十
四
日
か
ら
十
一
月
三
日
ま
で

秋
田
県
読
書
フ
ェ
ス
タ
と
し
て
、
県
及
び

市
町
村
の
図
書
館
や
公
民
館
ほ
か
文
化
施

設
で
関
連
行
事
が
開
催
さ
れ
、
秋
田
県
公

文
書
館
も
こ
れ
に
参
加
し
ま
し
た
。

　十
一
月
一
日
（
日
）
午
後
、
当
館
エ
ン

ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
秋
田
県
立

図
書
館
、
あ
き
た
文
学
資
料
館
、
秋
田
県

公
文
書
館
の
順
番
で
、
所
蔵
資
料
数
点
を

紹
介
す
る
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
を
行
い
ま

し
た
。

　各
文
化
施
設
の
特
徴
を
活
か
し
、
図
書

館
が
貴
重
書
籍
、
文
学
資
料
館
が
作
家
の

直
筆
原
稿
、
そ
し
て
公
文
書
館
は
戦
前
県

庁
文
書
を
紹
介
し
ま
し
た
。
戦
前
県
庁
文

書
は
、
県
指
定
有
形
文
化
財
「
秋
田
県
行

政
文
書
」
二
〇
、
七
四
八
点
の
一
部
で
す
。

　公
文
書
館
で
紹
介
し
た
資
料
は
、
次
の

と
お
り
で
す
。
①
秋
田
県
庁
開
庁
布
告

（
明
治
五
年
）
、
②
大
礼
服
の
図
版
（
同

五
年
）
、
③
大
日
本
帝
国
憲
法
（
同
二
十

二
年
）
、
④
第
一
次
大
戦
時
の
対
独
宣
戦

布
告
（
大
正
三
年
）
、
⑤
日
本
石
油
秋
田

製
油
所
の
施
設
配
置
図
（
昭
和
十
七
年
）
、

⑥
各
郡
全
図
よ
り
山
本
・
南
秋
田
・
由
利

郡
全
図
（
明
治
十
八
年
）
の
六
点
で
す
。

拡
大
写
真
パ
ネ
ル
と
複
製
絵
図
も
使
用
し

細
部
を
お
客
様
に
説
明
し
ま
し
た
。

　特
に
注
目
を
集
め
た
の
は
、
⑥
各
郡
全

図
で
し
た
。
明
治
の
町
村
合
併
前
の
作
成

で
旧
町
村
名
と
区
域
を
記
載
し
て
い
ま
す

が
、
さ
ら
に
合
併
後
に
新
町
村
名
を
朱
書

き
し
新
区
域
を
着
色
し
た
も
の
で
す
。
地

域
の
行
政
区
画
の
変
遷
が
分
か
り
、
お
客

様
も
身
近
に
感
じ
ら
れ
た
資
料
で
し
た
。

こ
の
印
刷
物
は
二
、〇
〇
〇
部
作
成
し
、そ
の
経
費
は
一
部
当
り
二
四・八
四
円
で
す
。

◆
開
館
時
間

　
平
　
　
日
　
９
時
〜 

19
時

　
土
日
祝
日
　
10
時
〜 

18
時

◆
休
館
日（
平
成
28
年
度
）

　
４
月
６
日
・
５
月
11
日
・
６
月
１
日
・

　
７
月
６
日
・
８
月
３
日
・
９
月
７
日
・

　
10
月
５
日
・
11
月
２
日
・
１
月
４
日
・

　
２
月
１
日
・
３
月
１
日

　
年
末
年
始
　
12
月
28
日
〜
１
月
３
日

　
特
別
整
理
期
間
（
６
月
７
日
〜
13
日
・

　
　
　
　
　
　
12
月
６
日
〜
12
月
12
日
）

◆
企
画
展

　
　「
公
文
書
で
見
る
秋
田
の
石
油
開
発
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

（
仮
）

　
　
前
期
　
８
月
27
日
〜
９
月
27
日

　
　
後
期
　
10
月
29
日
〜
11
月
28
日

◆
公
文
書
館
講
座

　●
古
文
書
解
読
講
座

　
　
７
月
１
日
・
７
月
８
日
・
７
月
15
日
・

　
　
７
月
22
日

　●
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
講
座

　
　
７
月
29
日
・
10
月
28
日 

　
　
於:

県
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

◆
県
政
映
画
上
映
会

　第
一
回
　
８
月
27
日
（
土
）

　
第
二
回
　
11
月
３
日
（
木
）

◆
古
文
書
相
談
日

　４
月
26
日
・
５
月
10
日
・
５
月
24
日
・

　
６
月
14
日
・
６
月
28
日
・
７
月
26
日
・

　
８
月
９
日
・
９
月
13
日
・
９
月
27
日
・

　
10
月
11
日
　
10
月
25
日
・
11
月
８
日
・

　
11
月
22
日
・
12
月
13
日
・
１
月
10
日
・

　
１
月
24
日
・
２
月
14
日
・
２
月
28
日
・

　
３
月
14
日

利
用
案
内

行
事
予
定

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
で
公
文
書
館
所
蔵
資
料
を
紹
介

平
成
二
十
八
年
度

公
文
書
館

編集発行 ： 秋田県公文書館　 
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周辺案内図

Ｊ
Ｒ
秋
田
駅

千秋公園秋
田
市
役
所
●

秋
田
県
立
体
育
館
●

●
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

　
　
　／
児
童
会
館

●
秋
田
市
文
化
会
館

秋
田
県

公
文
書
館

●
秋
田
県
庁

●
秋
田
銀
行
本
店

●
北
都
銀
行

　本
店

国
道
７
号
線

Ｊ
Ａ（
農
協
）ビ
ル
●

広小路

中央通り

秋田中央道路
旭北出入口

山王大通り←秋田南バイパスへ

P❶

P❷

十
一
月
一
日
「
県
民
読
書
の
日
」
秋
田
県
読
書
フ
ェ
ス
タ
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